
 

 

 

 

 

 

 

リオ・オリンピック、感動や情熱を感じながら～人としてどうやって生きるか～ 
校長 西尾 克人 

 ２０１６年の夏、日本選手の躍動と歓喜、悲哀、様々な名シーンを見ることができまし
た。日本選手は、金メダル １２個、銀メダル ８個、銅メダル ２１個 合計 ４１個
を獲得しました。同じ日本人として、誇りを感じた夏でもありました。 

平泳ぎ２００ｍで金メダルをとった金藤 理絵選手の加藤 健志コーチの言葉で
す。２人で二人三脚した１０年間でした。その過去を振り返るように、 

 
 
 
 
とインタビューに答えていました。全ての選手の姿から感じた
ことですが、「あきらめない心」の大切さを感じた言葉です。 
 女子レスリング５８㎏級で、オリンピック４制覇という快挙
を成し遂げた伊調 馨選手の言葉です。 

 「自らに厳しい姿勢」に頭が下がる思いがします。
「自分を律する姿勢」の大切さを感じることができた言
葉です。 
 この一方で、同じオリンピック４連覇を逃し、悔
し涙を流していた女子レスリング５３㎏級、吉田 
沙保里 選手の言葉です。 

 何度も何度も「ごめんなさ
い」、「申し訳ない」という言葉を繰り返す吉田選手の「責任感の強さ」を感じた言葉で
す。お母さんが「吉田  沙保里は普通の子供なんです」と繰り返すインタビューの言葉
が全てを表しています。見事な銀メダルだと、私は思います。ただ、「レスリングを
やっていて本当によかった」という言葉に救われた気がしました。 

 最後に、男子体操日本代表を団体金メダルに導
き、自ら個人総合で連覇した内村 航平選手の言
葉です。 

 何という強さでしょう。「全力を出し切る」ことの大切
さを感じた言葉です。また、何とも清々しい言葉で
す。 
 これらの言葉から、心の有り様を思います。「あ
きらめない心」「自ら律する姿勢」「責任感」「全
力を出し切る」、これらのキーワードは「人とし

てどうやって生きるか」を表していると思います。 
拝島第一小学校の２学期は、子供たちに学力を身に付けさせるとともに、「人としてどうやっ

て生きるか」を考えさせていきたいと思います。２学期もご理解とご協力をよろしくお願い
します。 

         拝島一小だより   

                         平成２８年８月２９日           

昭島市立拝島第一小学校    校長 西尾 克人 

「金藤はスーパースターでも器用でもない。努力で金メダルを

取れることを証明してくれた」  

「金メダルに免除していただいて３０点。いつもより高いです。金メダ

ルの分が２５点」 

「主将として、金メダルをとれずに申し訳ない。自分の力

が出し切れず、ごめんなさい。レスリングをやっていて、本

当によかった」 

「もう何も出ないところまで出し切った！うれしいより、

幸せですね」 



 

８・９ 月 の 行 事 予 定 
２９日（月）始業式・安全指導 ★短縮時程    ９日（金）５年生移動教室（出発） 

      ※ふわふわ言葉旬間             ※プール納め 
３０日（火）避難訓練（小中連携一斉下校）   １２日（月）全校朝会 ※５年生振り替え休日 
               ★短縮時程   １４日（水）音楽鑑賞教室（５年生） 
３１日（水）給食（始）            １５日（木）交流集会 

※５年３組授業研究（５校時）        １９日（月）敬 老 の 日・・・・・・・ 
１日（木）体育集会    ※計測１年生   ２１日（水）読み聞かせ（全学年） 
２日（金）ｻﾞｯﾂﾌﾗﾜｰｶﾞｰﾃﾞﾝ ※計測２年生   ２２日（木）秋 分 の 日・・・・・・・ 
５日（月）拝一小ピック  ※計測３年生   ２３日（金）１年１組研究授業（５校時） 
６日（火）        ※計測４年生          他の学年・学級は４時間授業 
７日（水）読み聞かせ（１～４年生）     ２６日（月）ﾐﾆｺﾝｻｰﾄ クラブ活動 
             ※計測５年生   ２９日（木）図書委員会集会 
８日（木）飼育栽培委員会発表 ※計測６年生 ３０日（金）なかよし班活動 
     ※５年生移動教室事前検診 
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９月の生活目標「元気よくあいさつしよう」 

交通安全について 

生活指導主任 見 米 葉 記 

 今年度昭島市管内で小学生の交通事故によ

る死亡事故が前年度の人数を上回りました。 

 子供の交通事故の原因で多いのは、①横断

歩道以外の場所での道路横断②自宅付近の飛

び出し③夕方や登下校時間帯の安全不確認だ

そうです。「止まる」「見る」「待つ」を徹

底することが大切で、特に小さい子供は抽象

的な言葉「危ない」「注意しなさい」では理

解できません。具体的に「なぜ危ないのか」

「どう注意したらよいか」を教えることが大

切です。出かける前に叱りつけたり、急がせ

ると子供が動揺し事故の原因となることもあ

ります。時間にゆとりを持って、学校や家庭

から笑顔で送り出してあげたいものです。 

ふわふわ言葉の取り組み 

担当 川 島 圭 太 

 
 始業式から２週間、「ふわふわ言葉旬間」
の取り組みを行います。自分の言葉遣いを見
直し、相手の気持ちを考えた言葉遣いができ
ることのよさを感じてもらう活動です。 
 各学年の成長段階に合わせて、「ふわふわ
言葉集め」を中心に、場面や状況にあった口
調や表情を考えるなどの活動を行います。 
友達から言われて、うれしかった言葉や励

まされた言葉を思い返し、その言葉を使って
いくことで、より一層生き生きとした学校に
なるのではないかと思います。 
 活動の取り組みについては、１０月上旬頃
に職員室前に掲示される予定ですので、ぜひ
ご覧ください。 

校庭遊具の設置について 

副校長 鵜 川 雅 行 

 

 夏休み中は、増築工事に先立って校舎の是

正工事が行われました。まだ一部完了してい

ないところもありますが、子供の学校生活に

は支障はありませんのでご安心ください。今

後は、いよいよ増築工事が始まります。 

 さて、増築工事とは別に卒業生の田中様よ

り、本校に高額の寄付をいただきました。教

育委員会と相談の上、校庭の遊具・体育館の

演台・舞台の緞帳・校旗を新しくしていただ

くことになりました。まずは校庭の遊具の工

事が、８月終わりから９月にかけて行われま

す。今後も引き続きお知らせします。 

八ヶ岳宿泊教室に向けて 

学年主任 津 山 稚 恵 

 ９月 9,10 日に 5 年生が八ヶ岳宿泊教室に行

きます。今年度は昨年度までと違い、羽村市自

然休暇村という宿舎に泊まります。飯盛山のハ

イキングや JA 全農長野八ヶ岳牧場で牛の餌や

りや乳しぼり体験、キャンプファイヤー、ほう

とううどん作りを予定しています。 

また、宿泊教室では子供たちが生活を営むこ

とが目的の一つです。班長・保健・生活・食事

・学習・キャンプファイヤー・バスレクの７つ

の係に分かれ、自分の役割をきちんと果たそう

と準備しています。皆とても楽しみにしていま

す。当日はお天気よく、楽しく安全に実施した

いと思っています。 

 

 

  


